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はじめに 

ＭＫシステムとは、協力業者別出来高管理システムの略称です。 

当システムは、見積書の作成から、月々の出来高、請求書の出力までを、コンピュ

ーター上で管理し、また帳票として出力印刷できるようにしたプログラムです。 

当初、平成３年に(株)森本組土木本部でＭＫシステムの開発を行い、全国の土木現

場に導入いたしました。以来、数度にわたる改訂を加えながら現在のシステムに至り

ましたが、このシステムを利用している現場では、契約関係から請求書の締めまで幅広

く利用されており、現場作業の効率化と、迅速化に役立つと評価されております。 

現在、当社のシステムとして、見積りから請求書まですべて印刷された書面にて行

っておりますが、将来、建設業全体で推進されている建設ＣＡＬＳに対応すべく、デー

タの電子化を図っていく必要があります。そのためにも、当ＭＫシステムは重要な役割

の一端を担っていると考えております。 

今回のバージョンでは、消費税の支払方法や保留金解除方法など支払い条件の変更

に対応するため、改訂いたしました。 

日々お忙しい皆様方が、当システムを利用され業務の省力化に少しでも役立てられ

ますとともに、積極的に活用していただけるよう、願っております。 

システムの不具合や改良点等がありましたら、遠慮なくご提案いただき、よりよい

システムとして改良を行っていくことを考えておりますので、皆様方のご協力をよろ

しくお願いいたします。 

平成 16 年 6 月 30 日 

平成３０年３月３日 

一部修正 

株式会社 森本組 
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第１章 インストール 
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① 動作環境を確認してください。 

①OS について 

本ソフトウエアは、WindowsXP、Windows7、Window8、Windows10 で動作します。 

②プリンターについて 

本ソフトの印刷物の用紙は A4 です。したがって A4 対応のプリンターが必要です。 

③パソコンについて 

パソコンは、WindowsOS がインストールされているコンピューター上で動作します。 

ハードディスク：空き容量 50MB 以上、ディスプレー：800×600（推奨 1024×
768）以上 

の解像度が必要です。 
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② ダウンロードしたインストールプログラムを実行してください。 

インストールを始める前に、実行しているプログラムをすべて終了してください。 

ユーザーアカウント制御が表示されたら「はい」をクリックしてださい 

インストールが始まったら、画面の指示に従って ボタンをクリックしてください。 

③ 使用許諾契約に合意してください。 

本製品を使用するには、ソフトウエア使用許諾契約書に合意していただく必要があります

。 

合意いただける場合は[I accept the terms of the license agreement]にチェックを入れ

て 

ボタンをクリックしてください。  
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④ インストール先を指定してください。

インストール先を選んでください。 

標準では、C:¥Program Files(x86)¥MORIMOTO.CORP¥MKsystem 3.5 にインス

トール 

されます。 

インストール先には、30Mbyte 以上空き領域のあるドライブを選択してください。 

指定が終わりましたら ボタンをクリックしてください。 

⑤ フォルダ名を指定してください。 

  スタートメニューのフォルダ名と、すべてのユーザー用か現在のユーザー用かの 

  指定をしてください。 

指定が終わりましたら ボタンをクリックしてください。 

インストーラーが終了すればインスールは終了です

。 
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⑥ 起動してみましょう。 

  [スタート]から[MKSystem3.5]－[ＭＫシステム3.5]を起動してください。 
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⑦ プロダクト ID を入れてください。 

プロダクトID を入れてください。プロダクトID は、ユーザー登録カードに記載されています。 

プロダクト ID を入力せず［試用］を押すと、プログラムは使用できますが、機能は制限されま

す。 

起動したら下記のような画面になります。 

再インストールする場合など、プロダクト ID が必要です。  

ユーザー登録カードは大切に保管してください。 



7

⑧ アンインストールするには。 

アンインストールするには[コントロールパネル]の[プログラムのアンインストール]から 

アンインストールすることができます。 

⑨ その他 

①本ソフトウエアには、devexpress software コンポーネントを使用しています。 

②WindowsXP、Windows7、Windows8、Windows10、Internet Explorer は米国マイクロ

ソフト社の登録商標です。

③本製品は、アドバンスソフトウエア株式会社の著作物である「Ｅｘｃｅｌクリエーター」

を再配布条件に基づき使用しています。 



8

本章では、ソフトウエアの全体像とフローチャート、または諸注意について解説

します。見積から契約・毎月の請求にいたるまでの、書類や契約の流れについて

解説します。 

また、本章では変更契約時の注意事項も解説します。 

第２章 概要 
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① 見積書の作成 

工事内容、数量、金額を入力すれば、当社向けの見積書を、表紙も含め作成

することができます。 

② 見積書（改定明細入力）の作成 

見積り提出後、当社と協議を行い、決定した項目、数量、金額を入力することに

より、見積書（改定明細入力）を作成することができます。 

この改定明細を入力することにより、以降の出来高、請求書の作成元データ

となります。 

③ 請求書の作成 

月々の出来高を入力することにより、毎月の請求書を、表紙を含め作成する

ことができます。 

④ 変更契約用見積書 

工事内容の変更に伴う項目、数量、金額を入力することにより、変更契約用

の見積書を作成することができます。 

２－１ ＭＫシステムでできること 
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受領、返送

工事進捗

出来高入力
請求書作成 

了完約契

見積書再提出  
（改定明細入力） 

支払い 
（消費税込）  

ＭＫシステム  

① 

② 

③ 

ＭＫシステムにおける見積もり、契約、請求書フロー図 １ 

貴社  森本組  

依頼
見積り依頼見積書の作成  

査定  

社内審査  

受領  

社内審査 

次ページへ  
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ＭＫシステム 

④ 

※最終月出来高については保
留金を控除しない。 

完了 

ＭＫシステムにおける見積もり、契約、請求書フロー図 ２ 

貴社 森本組 

前ページより 

請求書 

支払

最終月は、前月迄の保留金を含
めて請求書作成 
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指示・協議
⑤

設計変更指示・

社内審査

受領、返送

工事進捗

変更後の出来高入力請
求書作成 

変更見積書の作成 

ＭＫシステム 

⑥ 

ＭＫシステムにおける変更見積り、契約、請求書フロー図 ３ 

貴社 森本組 

変更契約註文書 

変更契約請書 

請求書
社内審査

通常の出来高、
請求処理 
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① 見積書の作成 

・当社からの見積り依頼を受けて、貴社でＭＫシステムにより見積書を作成してください。 

・ＭＫシステムで作成された見積書を印刷し、届出印を押印して、当社に提出します。 

② 見積書（改定明細入力）の作成 

・前記見積書により、当社との協議で合意後、ＭＫシステムの改定明細欄に決定した

項目、数量、金額を入力します。 

・改定明細入力済みの見積り書を印刷して、再度当社に提出します。 

③ 出来高入力、請求書の作成 

・工事の進捗に伴って、当社査定による月々の出来高をＭＫシステムに入力します。 

・請求書を作成する際には、取り決めによる保留金額の入力を行ってください。 

・消費税は、出来高に応じて請求します。 

④ 最終月は、前月迄の保留金解除を含めて請求書作成 

・工事完成に伴い、最終月の請求書には、出来高金額、消費税額を入力します。 

・まら、前月迄の保留金解除を一緒に行って

下さい。通常は以上で精算終了です。 

・前記見積書により、当社が貴社と協議の上、当社が手書きで改定明細を記入した場合、再度見

積書の提出は必要ありません。しかし、決定した改定明細を貴社がＭＫシステムに入力しなけれ

ば、以降の出来高、請求書作成はできません。 

・事前に当社から項目、数量、金額等指示打ち合わせの上合意されている場合、前記見積書の作

成時に、改定明細まで記入して提出していただいて結構です。 
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次に、設計変更時の変更契約について、概略の説明を記載します。 

⑤ 変更契約を行う場合 

・当社から、工事変更に伴う項目、数量、金額の変更指示があった場合、貴社がＭＫ

システムで見積書を作成します。 

・改定明細入力済みの変更見積書（変更項目のみの見積書表紙）・変更契約内訳書（全項目記 

載の当初契約との増減を明確にした書式）を印刷して、当社に提出します。 

・変更契約の見積書は、基本的には通常の見積書と同様の処理を行います。 

・変更は、項目の追加、数量の増減による変更のみで、当初契約した単価の変更は行えません。 

⑥ 変更契約後の出来高入力、請求書の作成 

・通常の出来高、請求書処理と同様です。 

・当社と協議を行って合意したら、ＭＫシステムの改定明細欄に決定した項目、数量、金額を

入力します。 

決定した改定明細を貴社がＭＫシステムに入力しなければ、以降の出来高、請求書作成はで

きません。 
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ＭＫシステムを始めるために、データ（見積書・請求書）を新規作成する必要があ

ります。この章では、新規作成について解説します。 

第３章 新規作成 
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MK システムを起動してください。 

もし、下記の画面がでれば、プロダクト ID を入力してください。（第１章参照） 

下図の画面がでてきます。 

３－１ ＭＫシステムの立ち上げ 
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メニューから［ファイル(F)］-[新規作成(N)... Ctrl+N]を選択します。 

① 書類の種類 

作成する書類の種類を選択します。 

  ここでは［新たに見積書から作成する。］を選択し ボタンを押してください。 

３－２ 新規作成 

変更契約書とは 

請求を数ヶ月行ったあとに、数量の増減や工種の追加など、契約事項が変更になる場合が 

あります。その場合は、変更契約書を作成します。 
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② 開始年月 

システムの開始年月を入力します。 

請求書の発生する最初の月を設定します。 

例えば、2003 年 3 月に着工して 4 月から請求を行う場合は、2003 年 4 月と西暦で 

入力すると、和暦が入力する窓の下に表示されます。最大 5 年間使用できます。 

ここでは、「2003 年 4 月」とします。 

入力後、確認し ボタンを押してください。 

③ テンプレート 

  ここでは、テンプレートを使用しません。 ボタンを押してください。 

開始年月日は後で変更できません。注意して入力してください 

全く新たな見積書を作るのではなく、過去に類似工事のデータがあれば、入力作業が省ける

場合があります。  

その場合には、「テンプレート」の機能をお使いください。 

また、プログラムを２つ同時に起動して、［コピー］と［形式を選択して貼り付け］を利用

しても、同じことができます。 
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④ 消費税率 

消費税率を入力します。初期は「8%」に設定されています。 

確認後 ボタンを押してください。 

⑤ 準備完了 

  ボタンを押してください。 

これで、「新規作成」の作業は終わりです。 

ＭＫシステム「見積書」の最初の画面になります。（次ページ参照） 
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新規作成した見積書は、項目行はほとんどはいっていませんが、「直接工事費」、「間接工事

費」、「諸経費」は最初から入っています。 

これからの作業は、「直接工事費」・「間接工事費」の下に、工種や項目を追加していきます。 

「直接工事費」や「間接工事費」は最初から入っていますが、名前を変更したり、削除 

できます。 
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この章では、見積書の作成方法について説明します。 

第４章 見積書作成 



22

「内訳書」と「タイトル」

がツリー表示されます。こ

こで選択した内容が右側に

表示されます。 

選択している項目についての 

主な数値が、画面をスクロール

しなくても見られるように表

示されています。

見積りの内容

が表示されま

す。 

①ツリー表示

③内容表示

②詳細表示

④状態表示

画面の現在の状態が表示されます。

① 画面の説明 

見積り画面は「ツリー表示」「詳細表示」「内容表示」「状態表示」に分かれています。 

①ツリー表示： 「内訳書」と「タイトル」がツリー表示されます。ここで選択した内

容が右側に表示されます。 

②詳細表示： 選択している項目についての主な数値が、画面をスクロールしなくて

も見られるように表示されています。 

③内容表示： 見積りの内容が表示されます。 

④状態表示： 画面の現在の状態が表示されます。 

４－１ 見積り画面 
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内容表示に見積りの必要項目を記入

します。ここでは、具体的な例で説

明します。 

① 作成例 

この工事は、河川護岸工事の例です。 

河川護岸工事の土工事を担当する場合の請求書を作成します。 

直接工事費に「河川土工」「護岸基礎工」の２つの内訳、「河川土工」に「盛土工」「整

形仕上げ」の２つの工種、「護岸基礎工」は、「法留基礎工」の工種でなっています。 

各工種に、下表のような項目と単価がある場合を想定しています。 

名称 単位 数量 単価 項目の種類 

直
接

工
事

費
 

河川土工

盛土工 式 １ タイトル 

購入盛土 m3 13,000 1,200 単価付項目 

吸出防止材 m2 5,830 440 単価付項目 

小計 小計 

空白 

整形仕上げ 式 １ タイトル 

法面整形 m2 2,070 300 単価付項目 

小計 小計 

護岸基礎

工 

法留基礎工 式 １ タイトル 

法留基礎 ｍ 335 12,000 単価付項目 

小計 小計 

諸経費 式 １ 250,000 一式項目 

４－２ 表の作成 

※この表の数量、単価、経費等の数値に特に意味はありません。 

項目の種類 

MK システムには、下記のような項目の種類があります。必要に応じてお使いください。

内訳 ――――――― 直接工事費などの工種に使用します。 

タイトル ――――― タイトルとして分類などに使用します。

単価付き項目―――― 数量と単価を持つ項目です。 

一式項目―――――― 雑費など、一式○○円の項目に使用します。 

経費―――――――― ％（パーセント）など率が一定の項目に使用します。 

小計―――――――― 小計は、その前の小計行からその行までが合計されます。

累計―――――――― 累計はその行までの合計が計算されます。 

空白―――――――― 区切りに使います。 
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② 見積書画面 

下記の画面は、入力前の最初の画面です。 

③ 内訳書の作成 

直接工事費の下に内訳書「河川土工」という工種を作成してみましょう。 

「河川土工」という工種  内訳書として作成してみます。 

①ツリー表示の「直接工事費」をクリックします。
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②  ボタンを押して  を選びます。 

「直接工事費」の下に無題の項目が現れます。 

③名称の欄で F2 を押して「河川土工」と入力

します。ツリー表示にも「河川土工」と表示

されます。 
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④ タイトル、単価付項目、小計の入力 

直接工事費の下に河川土工という内訳書ができました。 

「河川土工」の下に「盛土工」を作成してみましょう。 

④タイトルと小計行の挿入 

ツリー表示の「河川土工」を選びます。 

のボタンを押し を選びます。 

内訳書「河川土工」の下に（タイトル行＋単価付項目行３行＋小計行＋空白行）が挿

入されます。 

②項目の入力 

内容表示の画面に必要項目を入力

します。入力例 

名称 規格 単位 数量 単価 

タイトル行 盛土工 

単価付項目行１ 購入盛土 m3 13000 1200
単価付項目行２ 吸出防止材 m2 5830 440
単価付項目行３ （行の削除）
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入力は終わりましたか？ 下の画面は入力済みの画

面です。次に、「整形仕上げ」項目を入力します。 

「河川土工合計」の位置にカーソルを移動して     のボタンを押し、 を選びます。 

内訳書「整形仕上げ」の下に（タイトル行＋単価付項目行３行＋小計行＋空白行）が挿入され 

ます。 

盛土工と同様に入力します。 



入力例 

名称 規格 単位 数量 単価 

タイトル行 整形仕上げ 

単価付項目行１ 法面整形 盛土部 m2 2070 300
単価付項目行２ （行の削除）

単価付項目行３ （行の削除）

入力は終わりましたか？ 下の画面は入力済みの画面です。 

28 

で、他のまた Insert を押すと 単価付き項目が挿入されます。 その後、

項目へ変更することもできます。 

項目の挿入と種類の変更について 

項目を挿入するには、メニュー、右クリックメニュー、ボタンの３種類があります。 

どれを使用しても、挿入する事ができます。 もし、項目の種類がわかりにくいときは、

を選んでください。説明がでてきます。 



をお使いく

元に戻す 

本ソフトはアンドゥ機能を持っています。もし、間違えた場合には、

「護岸基礎工」も同様の作業を繰り返します。 

ツリー表示の「直接工事費」の下に内訳書で「護岸基礎工」を作成します。 

ツリー表示の「護岸基礎工」の下に「法留基礎」を作成し、「単位」「数量」「単価」を

入力します。 

以上で、直接工事費の入力は終わりました。 

29 

ださい。



⑤ 経費（諸経費の入力） 

直接工事費（間接工事費）の入力が終了後、経費を入力します。 

ツリー表示の「工事費」を選ぶと、下から２行目に「諸経費」の行があります。 

諸経費として計上する金額を「金額」項目を入力

します。例えば、ここでは「250000」円を入力
します。 

これで、見積書の入力は終わりです。 

30 



コピーと貼付け 

下記のボタンを使用することで、コピーしたり、貼付けを行うことができます。 この機能

で、EXCEL などの表計算ソフトとコピーや貼付けを行うことができます。 さらに、MK 
システムを２つ起動する事で、他のデータとのコピーや貼付け行うこともできます。 

⑥ 便利な編集機能 

さて、ここで少々一休みして、便利な編集機能を説明します。 

31 

※ 経費について 

「経費項目」は、経費項目の行を挿入すると、単価のセルに、その行より上の金額の

合計が入力され、率（％）で金額が計算されます。したがって、数量のセルに、率（

％）を入力するだけで、単価、金額の入力はできません。 

工事費の中の「諸経費」は、以上の理由で「一式項目」となっており、金額を入力

するようになっています。 

さい。 下記の画面がでてきますので、［行を挿入して貼付ける］を選んでください。

を押して、［形式を選択して貼付け］を選んでくだその場合は、コピーしたい行で

行のコピー 

行をそのままコピーしたい場合があります。

２行編集 

名称・規格の欄内は２行で記入できます。 

その場合は、２行目にしたい文字の位置で［Ctrl］+［Enter］とすると、枠内は２行に編集
されます。 

Excel への出力 
見積書・請求書の内訳内容を Excel 形式に出力することができます。 
［ファイル］→［書き出し］を選び適切な Excel 出力形式を選択し、出力場所を指定します。



見 積内 訳 書

見積書の印刷の書式を設定します。 

見積書画面のメニューから［オプション で書式を選びます。 

で設定されます。 

で確認後、印刷します。 

【印刷例】 

コード 名  称 規  格 単位
見積明細 改定明細 

摘 要
数 量 単 価 金 額 数 量 単 価 金 額 

盛土工 

購入盛土 m3 13000.0 1,200 15,600,000

吸出防止材 m2 5830.0 440 2,565,200

小計 18, 165, 200

整形仕上げ 

法面整形 盛土部 m2 2070.0 300 621,000

小計 621, 000

河川土工 合計 18, 786, 200

32 

４－３ 見積書の印刷 

「見積り明細を印刷する。

」をチェック 

見積書の書式：「森本組形式」

をチェック 

「改定明細を印刷する。」の

チェックをはずす 
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見積書画面の のボタンを押します。 

見積書表紙を記入する画面が出ます。 

必要事項を記入します。 

４－４ 見積書の表紙 
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で確認後、印刷します。 

【プレビュー画面】 

※会社名の書き方

会社名の書き方の

ボタンを押すと、

会社の住所と会社

名の書き方の説明

が表示されます。

それを参考にして

、入力してくだ 

さい。 

建設業許可番号、

有効期間、種類は

必ず記入してくだ

さい。 

ヘルプ 

使用方法がわからない場合は、F1 を押してください。ヘルプファイルが起動します。
その場面に応じた説明が表示されます。 
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【印刷例】 

※ 見積書印刷後の注意 

作成（提出）年月日は入力できますが、日付の右側の□白紙にチェックを入れる

と記入されません。その場合、印刷後記入してください。また、会社印も押印してく

ださい。印刷された表紙と見積内訳書を綴じて、森本組に提出してください。 

用紙サイズに注意 

MK システムは、B５用紙を選べば B５サイズに縮小され、A3 用紙を選べば A3 サイズに自
動的に拡大されます。 要するに選択した紙にあわせて縮小拡大されます。 

ただし、提出する見積書は、A4 サイズですので注意してください。 
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森本組と協議を行った後、決定金額を記入して再度森本組に提出します。この改定

明細金額が契約金額となり、請求書作成時のデータとなります。 

① 改定明細の入力 

「内容表示」の「改定明細」の項目に決定した数量、単価を入力します。項目変更に

なったものも書き加えます。見積明細と数量、単価が同じ場合  を使うと便利です

。 

この欄に表示されているのが、契約金額です。 

入力後、内訳書と表紙を印刷します。 

４－５ 改定明細 
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② 見積内訳書の印刷 

改定明細入力後の見積書の印刷の書式を設定します。 

見積画面のメニューから［オプション で書式を選びます。 

で設定されます。 

で確認後、印刷します。 

「見積り明細を印刷する。

」をチェック 

見積書の書式「森本組形式」

をチェック 

「改定明細を印刷する。」を

チェック 

いろいろな印刷ができます。 

この画面の設定でいろいろな印刷ができます。 

例えば、金抜きで印刷したり、汎用の見積書で印刷することができます。 

また、森本組形式の請求内訳書の場合、規格の記入する欄がありません。その場合（）で規

格を印刷することもできます。 
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見積内訳書

見 積内 訳 書

【印刷例】 

コード 名  称 規  格 単位
見積明細 改定明細 

摘 要
数 量 単 価 金 額 数 量 単 価 金 額 

盛土工 

購入盛土 m3 13000.0 1,200 15,600,000 13000.0 1,100 14,300,000

吸出防止材 m2 5830.0 440 2,565,200 5830.0 420 2,448,600

小計 18, 165, 200 16, 748, 600

整形仕上げ 

法面整形 盛土部 m2 2070.0 300 621,000 2070.0 300 621,000

小計 621, 000 621, 000

河川土工 合計 18, 786, 200 17, 369, 600

表紙 

確
認

確
認
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請求書の入力方法について説明します。 

第５章 請求書作成 
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見積書の改訂明細の記入が終了後「請求書モード」に変更して、出来高を入力

します。見積書画面か  のボタンを押してください。 

［請求書モード］のボタンを押すと［請求書］のモードに切り替わります。 

５－１ モードの変更 

見積りモード
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出来高入力の年月を

確認してください。

請求書モード
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当月の出来高を入力します。入力は、金額、数量ともに可能です。また、累計でも

入力できます。 

入力する年月を確認してください。 

５－２ 出来高の入力 
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５－３ 請求内訳書の印刷

請求内訳書の画面であることを確認して します。

内容確認後、印刷します。 

【印刷例】 
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請求書の表紙を作成します。 

請求内訳書の画面であることを確認し  をクリックします。 

① はじめに 

請求書の表紙の作成について説明しています。回数と年月を確認してください。 

確認後  

② 消費税・保留金 

出来高は計算されています。 

消費税、保留金を半自動で入力します。 

５－４ 請求書の表紙 

3
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、

②消費税の をクリックして下さい。 

設定された消費税率で出来高に応じた消費税額を自動で計算して表示

します。また をクリックすると下記の電卓画面で手動計算するこ

とができます。 

③保留金の をクリックすると下記の保留金率

入力画面が表示されますので、保留金率を入力し をクリックして下さい。

（初期値は 10％） また をクリックすることにより、②消費税と同様に電卓画面

で手動計算できます。 

【最終月の保留金解除について】 

最終月には、前回請求までの保留金解除を行います。 

③保留金の をクリックすると保留金解除額を

自動で計算し、マイナス金額で表示されます。 
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③ 契約年月日やコード 

②消費税・保留金に入力された内容が、請求書の表紙と同じ表で表示しています。 

内容の確認をして下さい。内容に間違いがある場合は②消費税・保留金の画面に戻

って正しい金額を入力して下さい。 

また、この画面で契約年月日を入力して下さい。 

④ 会社名・振り込み口座 

すべての項目を入力してください。 

一度入力すると、次月からは入力の必要がありません。 

月数と請求

回数は違い

ます。 

必ず確認し

てくださ

い。

※会社名の書き方

会社名の書き方のボ 

タンを押すと、会社の

住所と会社名の書き方

の説明が表示されます

。それを参考にして、

入力してくださ 

い。
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⑤ 勘定科目 

この項目は、すべて森本組が記入します。入力の必要はありません。 

⑥ 準備完了 

請求書表紙の準備完了です。 

で確認します。 

3 3
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【業者控１／３】 

【作業所控２／３】 
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【正３／３】 

内容の確認後、印刷します。プレビューと同じものが３枚印刷されます。 
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出来高を管理していく上で、過去の出来高を参照して、現状を検討したい場合があり

ます。そういう場合は、月別表の画面を使用します。メニューから、「ウィンドウ」

「新規画面」 

「新規月別表画面」を選択すると表示されます。なお、この画面は参照用のため

入力はできません。 

表示できる内容としては、「数量」「累計数量」「金額」「累計金額」「残数量

」「残金額」「出来高％」があります。これらは、プルダウンメニューで切り替え

できます。 

月別一覧表の印刷 

月別の一覧表を印刷したい場合には、印刷プレビューをして、必要なページを印刷

します。印刷物には、６ヶ月分の情報が印刷されます。例えば、上の絵のように、画

面に平成２９年４月からの情報を表示している場合は、繰り越しから平成２９年８月ま

での６ヶ月分が印刷されます。 

５－５ 月別一覧表 
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工事の途中で数量や項目の変更があった場合、変更契約を行います。 

変更したデータを保存すると、「“変更前のデータ名”＋の契約変更.mk6」のファイ
ルが自動的に作成されます。契約変更後は、そのフィルで請求書の作成を行います。 

第６章 変更契約の取り扱い
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変更契約の見積書は、基本的には通常の見積書と同じですが、画面の表示内容が多

少異なります。 

「前契約」：当初の契約 「変更契約」：今回作成する変更契約 

変更契約例 

画面の記入内容です。 

盛土工 「砕石盛土」（流用土）が 5500m3×50 円 新たに追加

「購入盛土」13000m3 から 12500m3 数量変更 

整形仕上げ 「法面整形」2070m2 から 1640m2 数量変更 

６－１ 見積書の作成 
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① 新規作成 

変更前のデータを開きます。 

メニューから［ファイル を選択します。 

［現データを元に変更契約書を作成する］を選択して、変更回数を入力（確認）してください。 

② 開始年月 

変更契約した出来高で請求書を最初に作成する年月を入力します。 

③ 消費税率 

消費税率を入力します。 

④ 準備完了 

［準備完了］のボタンを押してく

ださい。見積書画面になります。 

⑤ 入力 

変更契約の項目に入力します。 

・変更のない項目は前契約と同じ数量を入力します。 

・変更のある項目は、数量の入力や項目の追加を行ってください。 

・ここでは、すでに出来高を入力している項目もありますので、変更数量が既出来高

数量を下回らないように注意してください。 

・また、前契約の項目削除は行わないでください。 

・契約単価の変更は行わないでください。 

⑥ 保存 

すべての項目の入力が終わったら、保存してください。 

「ファイル」－「名前を付けて保存」を選ぶと、「“変更前のデータ名”＋の契約変更

.mk6」のファイル名が自動的に表示されますので、「保存」をクリックしてください
。 

保存されたデータは「“変更前のデータ名”＋の契約変更.mk6」というファイル名です。 
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変更された項目のみの見積書を作成します。 

請求書画面のメニューから［オプション を選びます。 

よければ［はい］のボタンを押します。 

ここで、変更項目のみの見積書は「ファイル」－「名前を付けて保存」を行い、ファ

イル名はたとえば、「“変更前のデータ名”＋の契約変更項目のみの見積書.mk6」のよう
に別名をつけて保存し、変更契約のファイルを上書きしないようにしてください。 

６－２ 変更項目のみの見積書 

※変更項目のみの見積書は別名で保存してください 

この機能は、元のデータと比較して、変更されていない項目を自動的に削除し、

変更のあった項目のみのリストにするという機能です。したがって、変更されてい

ない項目は削除されてしまいますので、必ず契約変更のデータを保存した後で行って

下さい。変更項目のみの見積書は「ファイル」－「名前を付けて保存」を行い、ファ

イル名はたとえば、「“変更前のデータ名”＋の契約変更項目のみの見積書.mk6
」とでもつけて保存し、変更契約のファイルを上書きしないようにしてください。
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メニューの［オプション で「書式」を選びます。 

で設定されます。 

ここで、名称が青字となっているものは、変更前に出来高が発生し、「繰り越し出来高」とな 

っている項目です。

「見積り明細を印刷する。」

をチェック 

見積書の書式：「森本組形式」

をチェック 

「改定明細を印刷する。」のチ

ェックをはずす 



56

で確認後、印刷します。 

【印刷例】 
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変更された項目は、森本組と協議を行った後、決定金額を記入して再度森本組に提出

します。この「変更契約金額」が契約金額となり、以降の請求書作成時のデータとな

ります。 

で確認後、印刷します。 

変更項目のみの見積書も印刷できます。 

当社に提出する変更契約用見積書は以下の通りです。 

① 変更項目のみの見積書の表紙（変更項目のみの内訳書は不用） 

② 変更契約内訳書（全項目記載の当初契約との増減を明確にした上記の書式） 

６－３ 変更契約内訳書 
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６－４ 表紙の印刷

表紙の印刷は、見積書の印刷と同様です。 

入力項目に当初契約からの変更があれば、記入し直してください。 
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・変更契約後の請求書の作成は、変更前の請求書と全く同じです。 

「“変更前のデータ名”＋の契約変更.mk6」のファイルを開き、通常の出来高入力を
行ってください。 

・変更前に出来高が発生している場合は、繰り越し月に「繰り越し出来高」として計

上されています。 

「繰り越し出来高」には、変更前までに出来高が発生している場合は計上されていま

すが、金額は必ず確認してください。 

６－５ 請求書の作成 

※ 保留金の入力 

「繰り越し出来高」の保留金は、変更前までの保留金額を確認し、入力してくださ

い。 
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第７章 問い合わせ 
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MK システムの質問については、下記の事項を記入してＦＡＸ、Email で問い合わせください。 

問い合わせ先： (株)森本組 土木本部 土木部設計課 TEL.06-7711-8811 FAX.06-7711-8829 
Email support@morimotogumi.co.jp 

会社名 

TEL FAX 
プロダクトＩＤ 

担当者 

使用パソコン 

メモリー 4GB 8GB 8GB 以上 

ＯＳ Windows XP Windows7 Windows8 Windows10

使用プリンター 

質問内容 



ＭＫシステム操作マニュアル （第５版） 

 このマニュアルに記載されている事項は、予告なく変更する事があります。 

 このマニュアルの一部、もしくは、全部を(株)森本組の文書による承諾なく、無断
で複製、複写、転載、文書化することを禁じます。 

平成 22 年 2 月 15 日 
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株式会社 森本組 
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